
提出部数は全て1部です。 構成企業毎に必要となる書類

№ 提出書類の名称 様式等 備   考 設計
企業

建設
企業

1 参加資格審査申請書一式 芦屋市指定様式 ●業者登録必要事項
●誓約文，委任状及び使用印鑑届を兼ねる。 〇 〇

2
経営規模等評価結果通知書総合評定
値通知書（総合評定値通知書）
（平成26年4月1日現在有効分）

写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ)

●最新分
・審査基準日が平成24年9月2日以降の場合…
審査基準日が平成24年9月2日以降の総合評定
値通知書
・審査基準日が平成24年9月1日以前の場合…
審査基準日が平成24年9月1日以前の総合評定
値通知書及び現在申請中の総合評定値請求書
の表紙(写し)(行政庁の受付印のあるものに限る)

〇

3 営業所等一覧表 芦屋市指定様式 ○指定様式と同一内容であれば任意の様式可
(A4ｻｲｽﾞ) 〇 〇

4 測量等実績調書／工事経歴書 芦屋市指定様式 ○指定様式と同一内容であれば任意の様式可
(A4ｻｲｽﾞ) 〇 〇

5 建設業許可証明書又は許可通知
（指定日現在有効分） 写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ)

●最新分(有効期限が指定日以降のもの。ただし，
有効期限が指定日以前の場合は，有効期限が
指定日以前の建設業許可証明書又は許可通知
及び許可申請書（写し）(行政庁の受付印のある
ものに限る)

〇

6 技術者経歴書／技術職員名簿 写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ) ○経営事項審査申請時の技術職員名簿の写し可 〇 〇

7 建設業退職金共済事業加入履行証明
書 写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ) ○加入者は提出のこと。 〇

8 財務諸表 写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ)
○直前決算における貸借対照表又は損益計算書
（税申告時の写可）株主資本等変動計算書，
個別注記表等

〇 〇

9 営業に関し法律上必要とする登録の証
明書 写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ) 〇業務上必要な場合 〇

○法人＝商業登記簿謄本
○個人＝「禁治産者・準禁治産者の宣告」，「後見
の登記」，「破産宣告」の通知を受けていない旨の
証明書
  (本籍地の市区町村)
  ※外国籍の方は「登記されていないことの証明書」
○法人税(又は所得税)及び消費税の納税証明
・個人(様式 その３又はその３の２)
・法人(様式 その３又はその３の３)
※滞納がある場合は受付できません。
本店所在地の管轄税務署で申請してください。

構成企業の参加資格認定必要書類一覧

10 写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ) 〇 〇

11 納税証明書(発行後３か月以内のもの)

商業登記簿謄本，身分証明書
(発行後３か月以内のもの)

〇写し可(Ａ４ｻｲｽﾞ) 〇



設計企業の様式



平成26･27年度芦屋市測量･建設コンサルタント等競争入札
　  参加資格認定を受けていない場合の資格認定申請書



誓　約　事　項

１

２

３

４

５

６

ア　条例第２条第１号で規定する暴力団
イ　条例第２条第２号で規定する暴力団員
ウ　条例第２条第３号で規定する暴力団密接関係者

誓　　約　　書

　私（申請者）は，貴市の競争入札参加資格審査申請に当たり，芦屋市暴力団排除条例
（平成２４年芦屋市条例第３０号。以下「条例」という。）を遵守し，暴力団を利する
こととならないよう措置を講じて暴力団排除に協力するため，下記のとおり誓約しま
す。

　なお，この誓約に違背した場合は，貴市から競争入札参加資格の取消，入札参加停
止，契約の解除，損害賠償請求その他の貴市が行う一切の措置について異議を述べませ
ん。

記

　私（申請者）は，次のアからウまでに該当しません。

　 前記１のアからウまでに該当する者（以下「暴力団等」という。）との間に社会
的に非難される関係を持たず，暴力団等の不当介入に対しては，貴市や警察等の関係
機関と協力の上，その排除に努めます。

　暴力団等を下請負人（一次二次下請負以降すべての下請負人を含む。），再委託人
又は資材，原材料業者仕入先等としません。

　貴市が，下請負人（一次二次下請負以降すべての下請負人を含む。），再委託人又
は資材，原材料業者仕入先等が暴力団等に該当するのか否かを確認するために，それ
らの役員等（芦屋市契約等に係る事務からの暴力団等の排除措置に関する要綱第２条
第２号に規定する役員等をいう。以下同じ。）の氏名その他の情報の提供を求めた場
合，私（申請者）は速やかに必要な情報を貴市に提出します。

　貴市が前記４の情報を所轄の警察署長（以下「警察署長」という。）に提供するこ
と，貴市が警察署長に前記１及び３に関して意見照会すること並びに警察署長から得
た情報を貴市が他の業務において暴力団を排除するために利用し，又は他の実施機関
（芦屋市個人情報保護条例（平成１６年芦屋市条例第１９号）第２条第１号に規定す
る実施機関をいう。）に提供することについて同意します。

　今後とも各種関係法令を遵守し，社会から信用・信頼される企業づくりに努めると
ともに，貴市から受注した場合には，貴市の要請等に誠実に対処します。
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（参考）
芦屋市暴力団排除条例
第２条

(2)　暴力団員　法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。

  

  

エ　アからウまでのいずれかに該当する者であることを知りながら，これを相手方とし
て，下請契約，業務の再委託契約その他の契約を締結し，これを利用している事業者

ウ　次に掲げる行為をした事業者。ただし，事業者が法人である場合にあっては，役員
又は監督責任者が当該行為をした事業者に限る。

(ｱ)　自己若しくは自己の関係者の利益を図り，又は特定の者に損害を与える目的を持っ
て，暴力団の威力を利用する行為

(ｲ)　暴力団又は暴力団員に対して，金品その他の財産上の利益の供与をする行為

(ｳ)　(ｱ)又は(ｲ)に掲げるもののほか，暴力団又は暴力団員と社会的に非難される関係を
有していると認められる行為

(1)　暴力団　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号。以
下「法」という。)第2条第2号に規定する暴力団をいう。

(3)　暴力団密接関係者　暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者で次のいずれかに
該当するものをいう。

ア　暴力団員が役員(法第9条第21号ロに規定する役員をいう。以下同じ。)として，又は
実質的に経営に関与している事業者

イ　暴力団員を業務に関し監督する責任を有する者(役員を除く。以下「監督責任者」と
いう。)として使用し，又は代理人として選任している事業者
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業 者 登 録 カ ー ド（測量・建設コンサルタント等）【コンサル様式５－１】

№

① ＰＲコメント

ア 概要（得意としている業務内容など６０字以内でご記入ください。）

イ 詳細（上記アについて，詳細をご記入ください。）

② 登録を受けている事業

※登録を受けている事業は該当するものの登録番号を記入して下さい。

③ 常勤職員数

（人） ※「役職員等」は「計」に含まない

※常勤職員数は全職員のうち常勤する者を職種別に記入して下さい。

第　　　　　号

第　　　　　号

第　　　　　号

第　　　　　号

登録事業名

計量証明事業者（　）

（計量の区分）

第　　　　　号

第　　　　　号

登録番号

第　　　　　号

第　　　　　号

第　　　　　号

補償コンサルタント

不動産鑑定業者

土地家屋調査士

司法書士

※申請書作成者は，氏名・部署・ＴＥＬを記入してください。

なお，行政書士等が作成した場合は部署名には事務所名を記入し，氏名・ＴＥＬを記入してくだ

その他職員

作成者氏名

技術職員

申請書

計 役職員等

芦屋市平成24・25年度登録番号

ＴＥＬ

部署名

事務職員

測量業者 第　　　　　号

第　　　　　号

建築士事務所

建設コンサルタント

地質調査業者

常勤職員数

第　　　　　号

登録番号登録事業名

本(店)社
商号・名称

ﾌﾘｶﾞﾅ

登録番号 登録事業名
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業 者 登 録 カ ー ド（測量・建設コンサルタント等）【コンサル様式５－２】

№

営業年数

年

TEL FAX

【注：受任者を定めた場合】

人

人

TEL FAX

●測量等実績高

●取引可能業種【「可能」の欄には，取引可能なものに「○」印を記入すること。】

業種 可能 業種 可能 業種 可能 業種 可能 業種 可能

1 9 Ｂ 17 25 33

2 10 18 26 34

3 11 19 27 35

4 12 20 28 36

5 13 21 29 37

6 14 22 30 38

7 15 23 31 39

8 16 24 32 Ｆ 40

Ｆ 41

※ 業種 Ａ … 測　量 Ｄ … 地質調査業務
Ｂ … 建築関係建設コンサルタント業務 Ｅ … 補償コンサルタント業務
Ｃ … 土木関係建設コンサルタント業務 Ｆ … その他（測量・建設コンサルタント等を除く業務）

業種
記号

業務
番号

※業務番号が重複する記入は不可

●有資格者人数（人）
1 6 11 16 21
2 7 12 17 22
3 8 13 18 23
4 9 14 19 24
5 10 15 20建築設備士

技術士・衛生工学部門

技術士・電気・電子部門

技術士・機械部門

技術士・情報工学部門

地質調査技士
補償業務管理士
公共用地経験者
技術士・建設部門

土地区画整理士
司法書士

第一種電気主任技術者

第一種伝送交換主任技術者

一級土木施工管理技士

二級土木施工管理技士

環境計量士
不動産鑑定士

芦屋市平成24・25年度登録番号

件　　名

鋼構造及び
コンクリート

合　　計

道路 物件

Ｅ

工事監理電気

営業・特殊補償

●取引希望業種【【コンサル様式５－４】の測量等実績調書に掲げたものの中から希望順位ごとに「公共機関発注」の「元
請」のもので請負金額の最高値のものを記入すること。】

技術士・水道部門ＲＣＣＭ

測量士補

土地家屋調査士
二級建築士
一級建築士

3

測　量　士

商号・名称

所在地

本(店)社
所在地

支店・営業所名

ﾌﾘｶﾞﾅ

連絡先

地図の調整

航空測量

Ｂ

意匠

その他

地質調査

土質調査

2

1

発注者
希望業務
順位

業種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

請負金額(千円)

業　　務 業　　務

交通量調査

電気 土地調査

業　　務業　　務

トンネル

市県民税の特別徴収に
ついて(申請時)

雇用している総従業員数

代表者役
職名及び

氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ

プライバシーマーク取得の有無
（申請時）

実施済=1,未実施=2,

有=1，　無=2

都・道
府・県

機械工作物

上記のうち障がい者従業員数

施工計画・施工
設備及び積算

※測量実績高の「直前２ヶ年間の年間平均実績高」は審査基準日の直前２年の各営業年度における業種区分ごとの年間平均実績高を記入して下さい。

測　　量

建設環境その他調査

補償関連

耐震診断

下水道

上水道及び
工業用水道

事業損失

廃棄物

土地評価

Ｃ

造園

都・道
府・県

電子入札における芦屋市
への利用者登録の有無
(申請時)

資本金(登記簿から転記)

千円

ﾌﾘｶﾞﾅ

そ　の　他

Ｂ

冷暖房

建築設計・監理

衛生

業種区分

直前２ヶ年間の年間

構造

Ａ

測量一般

都市計画及び地方
計画，まちづくり

河川，砂防
及び海岸

機械

電気・電子

補償ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務地質調査業務
土木関係建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

Ｄ

役職名及
び氏名

連絡先

業　　務

平均実績高(千円)

建築関係建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

登録済=1,登録未=2

専
　
門

電気設備
積算

機械設備
積算

建築積算

Ｃ

工事監理建築

工事監理機械

調査
専
門
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営業所等一覧表【コンサル様式５－３】 商号又は名称　　

№ 本社，支社，営業所等名称 郵便番号 電　　　話 Ｆ　Ａ　Ｘ

（注）本表は申請日現在で作成すること。

備考

所　　　在　　　地
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測量等実績調書【コンサル様式５－４】 商号又は名称
※請負実績が平成２４年４月から平成２６月３月までの期間で完了予定も含むものを記載すること。

（業務区分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

元・下請 請負金額 委託期間

の区分 （千円） （完了予定含む）

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

【記入要領】
1 本表は，業務の各別に記入してください。
2 本表は，平成２４年４月から平成２６年３月までの主な完成業務及びこの間に着手した主な未完成業務を

記入してください。また，請負金額は消費税込みの金額を記入してください。
3 下請については，「発注者」の欄には元請業者名を記入し「件名」の欄には下請件名を記入してください。
4 「測量等対象の規模等」には例えば測量の面積・精度等，設計の階数・構造・延べ面積等を記入してください。
5 上記様式と同様の内容が記載されているもがある場合は，既存のものを使用することができます。

発注者 測量等対象の規模等件  名
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技術者経歴書【コンサル様式５－５】 商号又は名称

（種類）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名称 取得年月日

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

【記入要領】
1 本表は，土木，建築若しくは設備又は職種の各別に記入してください。

また，「氏名」の記載は営業所（本店又は支店若しくは常時契約する事務所）ごとにまとめて行い，
その直前に，（　）書きで当該営業所名を記入してください。

2 「法令による免許等」の欄には業務に関し法律又は命令による免許又は技術若しくは技能の認定
を受けたものを記入してください。（例：○○建築士，○○土木施工管理技士）

3 「実務経歴」の欄には，最近のものから記載し，純粋に測量，建設コンサルタント等業務に従事した
職種及び地位を記入してください。

4 記載された内容については，使用目的外には，使用しません。

実務経験年数
法令による免許等

実務経歴氏名

【H26・27測量・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等様式（芦屋市）】



芦屋市発注の測量等実績調書【コンサル様式補助】 №

商号又は名称

★芦屋市における平成２３年度から平成２５年度までの元請の請負実績を記載すること。

　（注：契約日が上記期間内のもの（履行中も含む）の実績があれば記載すること。実績がない場合は提出不要）

業種記号 業務番号

【記入要領】
1 本表は，業務の各別に記入してください。
2 本表は，芦屋市における請負業務（元請のみ）で平成23年4月から平成26年3月までの業務（履行中含む）

を記入してください。
3 請負金額は消費税込みの金額を記入してください。

芦屋市平成24・25年度登録番号

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

17

16

№ 件　　名 発注部署名
(課名を記入)

請負金額
（千円）

業務区分
（【様式5-2】の取引可
能業種記号で記入）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

18

19

20

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

委託期間
（完了予定含む）

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

《該当する者のみ提出》

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

平成　　　年　　　月

【H26・27測量・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等様式（芦屋市）】



設計企業の様式（記載例）



　平成２６・２７年度において芦屋市で行われる競争入札に参加する資格の審査を申請します。

　なお，この申請書及び添付書類の内容については，事実と相違ないことを誓約します。

申請日を記入 平成 25 年 ○ 月 ○ 日

芦　屋　市　長　　宛
会社印（角印）のみでの使用はできません。代表者印を使用してください。

【申請者】
ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

電話 FAX

誓　約　文

※ 支店・営業所等に契約締結権限を委任する場合

　私（申請者）は，下記の者を代理人と定め，平成２６・２７年度における次の権限を委任します。

１ 見積り・入札に関すること。 ４ 代金請求及び受領に関すること。

２ 契約締結に関すること。 ５ 復代理人の選任に関すること。

３ 保証金請求及び受領に関すること。 ６ その他契約の履行に関すること。

※受任者を設ける場合のみ押印すること

【委任する場合のみ記入】 だだし，会社印(角印)のみでの使用はできません。

ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

電話 FAX

※受任者を設ける場合のみ記入すること

使 用 印 鑑 届

　私（申請者）は，下記の印鑑は，平成２６・２７年度の入札・見積りに参加し，契約の締結，代金の

請求・受領及びその他契約に関することについて，使用します。

使

用

印

鑑

※ 会社印（角印）のみでの使用はできません。代表者印又は受任者印を使用してください。

受任者印支店・営業所
所在地 兵庫

都・道
府・県 神戸市中央区○○町○丁目○番○号

芦屋○○コンサルタント　株式会社
会社印

受任者社印

神戸営業所長　精道　次郎
役職名及び

氏名

ｾｲﾄﾞｳ　ｼﾞﾛｳ

競争入札参加資格審査申請書（コンサル）《記入例》

本(店)社
所在地 東京 都・道

府・県 中央区○○町○丁目○番○号
実印

商号・名称

ｱｼﾔﾏﾙﾏﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ　ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ

　貴市の競争入札参加資格審査申請に当たり，私（申請者）は芦屋市暴力団排除条例及び芦屋市契約等に係る事
務からの暴力団等の排除措置に関する要綱に基づく別紙「誓約書」の誓約事項について誓約します。

　なお，この誓約に違背した場合は，貴市から競争入札参加資格の取消，入札参加停止，契約解除等のいかなる
措置を受け，かつ，その事実を公表されても異存ありません。

都道府県から記入

都道府県から記入。法人で本社所在地が登記上と営業上とで異なる場合は，
両方の所在地を２段に記入すること。

連絡先 078-222-XXX2 078-222-XXX3

支店･営業所名

ｺｳﾍﾞｴｲｷﾞｮｳｼｮ

神戸営業所

連絡先 03-222-XXX1 03-222-XXX2

代表者役職
名及び氏名

ｾｲﾄﾞｳ　ﾀﾛｳ

代表取締役　精道　太郎

【H26・27測量・建設コンサルタント等様式（芦屋市）】



業 者 登 録 カ ー ド（測量・建設コンサルタント等）【コンサル様式５－２】
№ №

営業年数

年

① ＰＲコメント

ア 概要（得意としている業務内容など６０字以内でご記入ください。） 1

TEL FAX 1

【注：受任者を定めた場合】

人

イ 詳細（上記アについて，詳細をご記入ください。） ﾌﾘｶﾞﾅ

人

TEL FAX

1

●測量等実績高

●取引可能業種【「可能」の欄には，取引可能なものに「○」印を記入すること。】

業種 可能 業種 可能 業種 可能 業種 可能 業種 可能

1 ○ 9 Ｂ 17 25 33

③ 登録を受けている事業 2 10 18 26 34

3 ○ 11 19 ○ 27 35

4 ○ 12 20 28 36

5 ○ 13 21 ○ 29 37

6 14 22 ○ 30 38

7 15 23 31 39

8 16 24 32 Ｆ 40

※登録を受けている事業は該当するものの登録番号を記入して下さい。 Ｆ 41 ○
※ 業種 Ａ … 測　量 Ｄ … 地質調査業務

④ 常勤職員数 Ｂ … 建築関係建設コンサルタント業務 Ｅ … 補償コンサルタント業務

Ｃ … 土木関係建設コンサルタント業務 Ｆ … その他（測量・建設コンサルタント等を除く業務）

（人） ※「役職員等」は「計」の内数

※常勤職員数は全職員のうち常勤する者を職種別に記入して下さい。

業種
記号

業務
番号

Ｃ 22
Ａ 3

※誤った記載例 Ｃ 22
業務番号が重複しているため無効となります。 ※業務番号が重複する記入は不可

●有資格者人数（人）
1 6 6 10 11 16 21 2
2 4 7 8 12 17 22

3 2 8 2 13 18 23

4 2 9 14 19 2 24

5 10 15 8 20 2

Ｅ

Ｃ

建築積算

鋼構造及び
コンクリート第　　　　　号

下水道

機械

廃棄物

Ｂ

機械設備
積算

専
　
門

工事監理機械

Ｃ
航空測量

第　　　　　号

第　　　　　号

第○○○号

第　　　　　号

ﾌﾘｶﾞﾅ

代表取締役　精道　太郎 都道府県から記入　

代表者役
職名及び

氏名

ｾｲﾄﾞｳ ﾀﾛｳ

中央区○○町○丁目○番○号

有=1，　無=2

都市計画及び地方
計画，まちづくり

工事監理建築 造園

上水道及び
工業用水道

※測量実績高の「直前２ヶ年間の年間平均実績高」は審査基準日の直前２年の各営業年度における業種区分ごとの年間平均実績高を記入して下さい。

業　　務業　　務

電気・電子

作成者氏名 ＴＥＬ 078-222-XXX2

申請書
精道　三郎

部署名 神戸営業所　営業部

計

河川，砂防及び
海岸

道路

建築設計・監理

司法書士

役職員等

第　　　　　号

その他 業種（鉄道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地質調査業者 第　　　　　号

常勤職員数 技術職員 事務職員 その他職員

第　　　　　号

7,050

希望業
務順位

発注者
業務履行場所
(市町村名)

○○公園設計業務 ○○県

25

市県民税の特別徴収について(申請
時)

雇用している総従業員数

2

30

実施済=1,未実施=2,

プライバシーマーク取得の有無（申
請時）

建設環境その他調査

請負金額(千円)件　　名

上記のうち障がい者従業員数

資本金(登記簿から転記)

123,456 千円

電子入札における芦屋
市への利用者登録の有
無(申請時)

●取引希望業種【【コンサル様式５－４】の測量等実績調書に掲げたものの中から希望順位ごとに「公共機関発注」の「元
請」のもので請負金額の最高値のものを記入すること。】

施工計画・施工
設備及び積算

第　　　　　号

交通量調査

土質調査

第　　　　　号

第　　　　　号
Ｄ

衛生

工事監理電気冷暖房 地質調査

《記入例》

商号・名称

ﾌﾘｶﾞﾅ ｱｼﾔﾏﾙﾏﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ　ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ

芦屋○○コンサルタント　株式会社

328 2 0 30

支店・営業所名

所在地

Ａ

役職名及
び氏名

測量一般

業　　務

平均実績高(千円)

神戸営業所長　精道　次郎

直前２ヶ年間の年間

18,775

《記入例》業 者 登 録 カ ー ド（測量・建設コンサルタント等）【コンサル様式５－１】

測量業者 第（○）○○号 補償コンサルタント 第　　　　　号

本(店)社
商号・名称

ﾌﾘｶﾞﾅ

登録事業名 登録番号

指名等の際に参考にすることがありますので，ご記入ください。

指名等の際に参考にすることがありますので，ご記入ください。

登録事業名 登録番号 登録事業名 登録番号

業　　務 業　　務

土地家屋調査士

建築士事務所

計量証明事業者(濃度)

（計量の区分）第（一級）○○○○○号 不動産鑑定業者

耐震診断

電気設備
積算

土地調査

地図の調整

トンネル

土地評価

電気

調査

Ｂ

専
門

意匠

構造

物件

営業・特殊補償

補償関連

機械工作物

事業損失

なし

一級土木施工管理技士 土地区画整理士 地質調査技士

芦屋市 △△公園設計業務 芦屋市

技術士・衛生工学部門

1,250

1 ○○県

測　量　士

3

2

第一種電気主任技術者

測量士補

公共用地経験者 技術士・機械部門

二級土木施工管理技士 司法書士 補償業務管理士 技術士・電気・電子部門

二級建築士 不動産鑑定士

建築設備士

一級建築士 環境計量士

113,2750

そ　の　他 合　　計業種区分 測　　量
建築関係建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

土木関係建設
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

本(店)社
所在地

連絡先

0

地質調査業務 補償ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務

82,000 012,500

ｾｲﾄﾞｳ　ｼﾞﾛｳ

連絡先 078-222-XXX2 078-222-XXX3

兵庫 神戸市中央区○○町○丁目○番○号
都・道
府・県

芦屋市平成24・25年度登録番号

30×××

登録済=1,登録未=2

神戸営業所

03-222-XXX1 　　　03-222-XXX2

東京
都・道
府・県

雇用していない場合は０と記入すること

※申請書作成者は，氏名・部署・ＴＥＬを記入してください。

なお，行政書士等が作成した場合は部署名には事務所名を記入し，氏名・ＴＥＬを記入してください。

平成24･25年度(測量・建設コンサル
タント等)芦屋市競争入札参加審査
申請書受付票の受付番号を記載
平成26・27年度に新規登録の申請者
は記入不要

芦屋市平成24・25年度登録番号

30×××

ｱｼﾔﾏﾙﾏﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ　ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ

芦屋○○コンサルタント　株式会社

建設コンサルタント 第建○-○○○○○号

技術士・情報工学部門

土地家屋調査士 ＲＣＣＭ 技術士・水道部門

第一種伝送交換主任技術者 技術士・建設部門

受
任
者
を
定
め
た
と
き
の
み
記
入
す
る
こ
と

役務の提供に該当する業務がある場合
は，別途，物件等の業者登録（役務提供
等）も登録すること。

「公共機関発注」の「元請」の業務実績がない場
合は，希望の記号・番号のみを記入。
業務実績の記入は不要。

法人で本社所在地が登記上と営業上
とで異なる場合は，両方の所在地を２
段に記入すること。



商号又は名称　芦屋○○コンサルタント株式会社

№ 本社，支社，営業所等名称 郵便番号 電　　　話 Ｆ　Ａ　Ｘ

1 芦屋○○ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ株式会社 104-XXXX 03-222-XXX1 03-222-XXX2

2 神戸営業所 650-XXXX 078-222-XXX2 078-222-XXX3

3 福岡営業所 812-XXXX 092-XXX-XXX2 092-XXX-XXX3

（注）本表は申請日現在で作成すること。

備考

福岡県福岡市博多区○○町○丁目○番○号

都道府県から記入

営業所等一覧表【コンサル様式５－３】《記入例》

所　　　在　　　地

東京都中央区○○町○丁目○番○号

兵庫県神戸市中央区○○町○丁目○番○号

【H26・27測量・建設コンサルタント等様式（芦屋市）】



《記入例》

商号又は名称 芦屋○○コンサルタント株式会社
※請負実績が平成２４年４月から平成２６月３月までの期間で完了予定も含むものを記載すること。

（業務区分）　　　Ａ３　測量業務（航空測量）

元・下請 請負金額 委託期間

の区分 （千円） （完成予定含む）

□元請 平成２５年　１月

■下請 平成２５年　３月

■元請 平成 ２５年１２月

□下請 平成 ２６年　３月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

商号又は名称 芦屋○○コンサルタント株式会社

※請負実績が平成２４年４月から平成２６月３月までの期間で完了予定も含むものを記載すること。

（業務区分）Ｃ２２　土木関係建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務（造園）

元・下請 請負金額 委託期間

の区分 （千円） （完成予定含む）

■元請 平成 ２５年　８月

□下請 平成 ２５年１１月

□元請 平成 ２５年　１月

■下請 平成 ２５年　３月

■元請 平成 ２５年１１月

□下請 平成 ２６年　５月

【コンサル様式５-２】に記載した実績は，【コンサル 【コンサル様式５－２】の「●取引希望業種」に

様式５-４】において特定するため，マーカー・付箋等で 記載した業務実績は必ず記入してください。

印をつけ，わかるようにしてください。

商号又は名称 芦屋○○コンサルタント株式会社

※請負実績が平成２４年４月から平成２６月３月までの期間で完了予定も含むものを記載すること。

元・下請 請負金額 委託期間

の区分 （千円） （完成予定含む）

■元請 平成 ２５年　５月

□下請 平成 ２５年１０月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　月

【記入要領】
1 本表は，業務の各別に記入してください。
2 本表は，平成２４年４月から平成２６年３月までの主な完成業務及びこの間に着手した主な未完成業務を

記入してください。また，請負金額は消費税込みの金額を記入してください。
3 下請については，「発注者」の欄には元請業者名を記入し「件名」の欄には下請件名を記入してください。
4 「測量等対象の規模等」には例えば測量の面積・精度等，設計の階数・構造・延べ面積等を記入してください
5 上記様式と同様の内容が記載されているもがある場合は，既存のものを使用することができます。

○○マンションちびっこ広場設計 公園基本設計　０．７ｈ 3,800

測量等対象の規模等

件名 測量等対象の規模等

○○公園設計業務 公園実施設計　１．６ｈ 7,050

公園基本設計　０．５ｈ 1,250

施設実施設計　延床面積700㎡ 12,500

（業務区分）Ｂ４　建築関係建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ業務（建築設計・監理）

測量等実績調書【コンサル様式５－４】

6,100

発注者

○○市

測量等対象の規模等件名

都市計画道路○○線測量設計 路線測量　Ｌ＝１．３ｋｍ

測量等実績調書【コンサル様式５－４】

基準点設置及び出来形測
量等１式

上記の例は「公共機関発注」の「元請」の業務実績がない場合。
【コンサル様式５－２】の「●取引希望業種」に取引希望業種として掲げる場合は，希望
する業務の記号・番号のみを記し，実績の記入は不要

5,800○○㈱ 街区出来形測量

発注者

○○県

○○(株)

芦屋市

芦屋市

△△公園設計業務

発注者

測量等実績調書【コンサル様式５－４】

件名

△△施設設計業務

【H26・27測量・建設コンサルタント等様式（芦屋市）】



商号又は名称　芦屋○○コンサルタント　株式会社

（種類）　　土木関係建設コンサルタント業務

名称 取得年月日

　　年　　月

１級土木施工監理技士
1級造園施工管理技士

Ｓ５６．２．２５
Ｓ５９．３．２６ ２８年　９月

　　年　　月

技術士（建築）
1級建築施工管理技士

Ｈ１８．０４．１２
Ｈ１７．０６．０１
Ｈ１３．０２．２８

１６年　７月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

　　年　　月

【記入要領】
1 本表は，土木，建築若しくは設備又は職種の各別に記入してください。

また，「氏名」の記載は営業所（本店又は支店若しくは常時契約する事務所）ごとにまとめて行い，
その直前に，（　）書きで当該営業所名を記入してください。

2 「法令による免許等」の欄には業務に関し法律又は命令による免許又は技術若しくは技能の認定
を受けたものを記入してください。（例：○○建築士，○○土木施工管理技士）

3 「実務経歴」の欄には，最近のものから記載し，純粋に測量，建設コンサルタント等業務に従事した
職種及び地位を記入してください。

4 記載された内容については，使用目的外には，使用しません。

技術者経歴書【コンサル様式５－５】《記入例》

△△施設設計業務

（神戸営業所）

精道　五郎

氏名 実務経験年数

（本社）

精道　四郎

法令による免許等
実務経歴

○○公園設計業務

【H26・27測量・建設コンサルタント等様式（芦屋市）】



芦屋市発注の測量等実績調書【コンサル様式補助】《記入例》 № 30×××

★芦屋市における平成２３年度から平成２５年度までの元請けの請負実績を記載すること。

　（注：契約日が上記期間内のもの（履行中も含む）の実績があれば記載すること。実績がない場合は提出不要）

業種ｺｰﾄﾞ 業務ｺｰﾄﾞ

【記入要領】
1 本表は，業務の各別に記入してください。
2 本表は，芦屋市における請負業務（元請のみ）で平成23年4月から平成26年3月までの業務（履行中含む）

を記入してください。
3 請負金額は消費税込みの金額を記入してください。

平成　　年　　月

平成　　年　　月
18

平成　　年　　月

平成　　年　　月
17

平成　　年　　月

平成　　年　　月
16

平成　　年　　月

平成　　年　　月
15

平成　　年　　月

平成　　年　　月
14

平成　　年　　月

平成　　年　　月
13

平成　　年　　月

平成　　年　　月
12

平成　　年　　月

平成　　年　　月
11

平成　　年　　月

平成　　年　　月
10

平成　　年　　月

平成　　年　　月
9

平成　　年　　月

平成　　年　　月
8

平成　　年　　月

平成　　年　　月
7

平成　　年　　月

平成　　年　　月
6

平成　　年　　月

平成　　年　　月
5

平成　　年　　月

平成　　年　　月
4

平成　　年　　月

平成　　年　　月
3

下水道課 5,000
平成２５年　５月

平成２５年１０月
2 Ｃ 21 南芦屋浜下水道管実施設計業務委託

建築課 12,500
平成２５年　５月

平成２５年１０月
1 Ｂ 4 △△施設設計業務

《該当する者のみ提出》

№

業務区分ｺｰﾄﾞ
（【様式5-2】の取引可
能業種ｺｰﾄﾞで記入） 件　　名

発注部署名
（課名を記

入）

請負代金の
額（千円）

商号又は名称　芦屋○○コンサルタント　株式会社

委託期間
（完了予定含む）

芦屋市平成24・25年度登録番号

【H26・27測量・建設コンサルタント等様式（芦屋市）】



建設企業の様式



平成26･27年度芦屋市建設工事競争入札参加資格認定を
　　　　　　　受けていない場合の資格認定申請書



誓　約　事　項

１

２

３

４

５

６

誓　　約　　書

　貴市が前記４の情報を所轄の警察署長（以下「警察署長」という。）に提供するこ
と，貴市が警察署長に前記１及び３に関して意見照会すること並びに警察署長から得
た情報を貴市が他の業務において暴力団を排除するために利用し，又は他の実施機関
（芦屋市個人情報保護条例（平成１６年芦屋市条例第１９号）第２条第１号に規定す
る実施機関をいう。）に提供することについて同意します。

　今後とも各種関係法令を遵守し，社会から信用・信頼される企業づくりに努めると
ともに，貴市から受注した場合には，貴市の要請等に誠実に対処します。

　私（申請者）は，貴市の競争入札参加資格審査申請に当たり，芦屋市暴力団排除条例
（平成２４年芦屋市条例第３０号。以下「条例」という。）及び芦屋市契約等に係る事
務からの暴力団等の排除措置に関する要綱を遵守し，暴力団を利することとならないよ
う措置を講じて暴力団排除に協力するため，下記のとおり誓約します。

　なお，この誓約に違背した場合は，貴市から競争入札参加資格の取消，入札参加停
止，契約の解除，損害賠償請求その他の貴市が行う一切の措置について異議を述べませ
ん。

記

　私（申請者）は，次のアからウまでに該当しません。
ア　条例第２条第１号で規定する暴力団
イ　条例第２条第２号で規定する暴力団員
ウ　条例第２条第３号で規定する暴力団密接関係者

　 前記１のアからウまでに該当する者（以下「暴力団等」という。）との間に社会
的に非難される関係を持たず，暴力団等の不当介入に対しては，貴市や警察等の関係
機関と協力の上，その排除に努めます。

　暴力団等を下請負人（一次二次下請負以降すべての下請負人を含む。），再委託人
又は資材，原材料業者仕入先等としません。

　貴市が，下請負人（一次二次下請負以降すべての下請負人を含む。），再委託人又
は資材，原材料業者仕入先等が暴力団等に該当するのか否かを確認するために，それ
らの役員等（芦屋市契約等に係る事務からの暴力団等の排除措置に関する要綱第２条
第２号に規定する役員等をいう。以下同じ。）の氏名その他の情報の提供を求めた場
合，私（申請者）は速やかに必要な情報を貴市に提出します。

【Ｈ26・27工事様式（芦屋市）】



（参考）
芦屋市暴力団排除条例
第２条

(2)　暴力団員　法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。

  

  

(ｲ)　暴力団又は暴力団員に対して，金品その他の財産上の利益の供与をする行為

(ｳ)　(ｱ)又は(ｲ)に掲げるもののほか，暴力団又は暴力団員と社会的に非難される関係を
有していると認められる行為

エ　アからウまでのいずれかに該当する者であることを知りながら，これを相手方とし
て，下請契約，業務の再委託契約その他の契約を締結し，これを利用している事業者

(1)　暴力団　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号。以
下「法」という。)第2条第2号に規定する暴力団をいう。

(3)　暴力団密接関係者　暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者で次のいずれかに
該当するものをいう。

ア　暴力団員が役員(法第9条第21号ロに規定する役員をいう。以下同じ。)として，又は
実質的に経営に関与している事業者

イ　暴力団員を業務に関し監督する責任を有する者(役員を除く。以下「監督責任者」と
いう。)として使用し，又は代理人として選任している事業者

ウ　次に掲げる行為をした事業者。ただし，事業者が法人である場合にあっては，役員
又は監督責任者が当該行為をした事業者に限る。

(ｱ)　自己若しくは自己の関係者の利益を図り，又は特定の者に損害を与える目的を持っ
て，暴力団の威力を利用する行為

【Ｈ26・27工事様式（芦屋市）】



業 者 登 録 カ ー ド（建設工事）【工事様式４－１】

№

－ 号

TEL FAX

【注：受任者を定めた場合】

人

TEL FAX

●総合評定値等【経営規模等評価結果通知書総合評定値通知書から転記】

1級

2級

その他

※希望順位については１位～３位まで記入することができます。

※ ＰＲコメント（得意としている工事等６０文字以内でご記入ください。）

※申請書作成者は，氏名・部署・ＴＥＬを記入してください。なお，行政書士等が作成した場合は部署名には事務所名を記入し，氏名・ＴＥＬを記入してください。

元請完成工
事高(千円)

実施済=1,未実施=2,

市県民税の特別徴収につ
いて(申請時)

商号・名称

ﾌﾘｶﾞﾅ

代表者役職
名及び氏名

支店・営業所名

本(店)社
所在地

ﾌﾘｶﾞﾅ

連絡先

都・道
府・県

№ 1 2 3 114 5 6 7

防水

8 9 10

機械器
具設置

電気通信管 鋼構造物 ほ装 塗装工事種類 土木一式 建築一式 電気 造園 水道施設

希望順位

許可区分

総合評定値
（Ｐ）

平均完成工
事高(千円)

技
術
職
員
数

役職名及
び氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ

申請書作成者氏名

都・道
府・県

連絡先

所在地

部署名 連絡先

芦屋市平成24・25年度登録番号

建設業許可番号

【経営規模等評価結果通知書総
合評定値通知書より転記】

14

左記の工種以外で希
望がある場合は１つ記

載して下さい

(　　　　）

登録済=1，登録未=2

電子入札における芦屋市
への利用者登録の有無

(申請時)

12 13

清掃施設

雇用している総従業員数

人

上記のうち障がい者従業員数

【Ｈ26・27工事様式（芦屋市）】



業 者 登 録 カ ー ド（建設工事）【工事様式４－２】

№

6

8

10

11

13

14

※水道部関係

人 人 人

5

電気通信

ほ　　装

7 塗　　装

防　　水

電　　気
公益灯

空調設備

4 管

2 建築一式

3

№

下水道管更生

橋　梁
(ｺﾝｸﾘｰﾄ橋等)

1

芦屋市平成24・25年度登録番号

●施工実績等【工事経歴書から公共工事にかかる施工実績で１件当り最高金額のものを転記（元請負工事に限る）※指定工事に
ついては，記載している関係の公共工事の元請の施工実績があれば記入してください】（実績は,平成24年4月～平成26年3月までの
完成工事又は着手した未完成工事に限る）

商号・名称

工事種類 ※指定工事 発注者

土木一式

機械推進工法

運動場・競技場

工 事 件 名

【注：工事種類毎に「公共工事」の元請負工事で
１件当り最高金額のものを記入】

請負金額(税込)
（千円）

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ建築

ガス配管を
伴う工事

給排水

上水道配水管

鋼構造物
橋　梁
(鋼橋等)

区画線

9 機械器具設置
ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置

造　　園

清掃施設

★下水道管更生工事に関する事項【下水道管更生工事に係る工法の協会に加入している場合は協会名を記載してください。】

★下水道管更生工事以外に関する工法の協会に加入している場合は協会名を記載してください。

ＧＸ形

★ダクタイル鉄管技術講習の施工技術課程終了者に関する事項【下記の技術課程修了者の人数を記載してください。】

ＳⅡ形 ＮＳ形

12 水道施設
緩速ろ過施設

総合評定値欄
「№14」と同

【Ｈ26・27工事様式（芦屋市）】



営業所等一覧表【工事様式４－３】 商号又は名称

№ 本社，支社，営業所等名称 郵便番号 電　　　話 Ｆ　Ａ　Ｘ

（注）本表は申請日現在で作成すること。

備考

所　　　在　　　地

【Ｈ26・27工事様式（芦屋市）】



工 事 経 歴 書【工事様式４－４】

※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。

元・下請 請負金額（税込）

の区分 （千円）

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

□元請 平成 年 月

□下請 平成 年 月

【記載要領】
1 商号又は名称は必ず記入してください。
2 許可を受けた建設業の種類ごとに作成すること。なお，工事の種類の多い場合は本表を複写のうえ使用

してください。
3 【工事様式４－２】の「●施工実績等」に記載した工事実績は必ず記入してください。
4 工事経歴の記載に際しては，「公共工事」を優先的に記入し，公共工事の実績がない場合は「民間工事」

を記入してください。
5 本表は，平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事及び着手した主な未完成工事を記入してくださ

い。請負金額については消費税込みの金額を記入してください。なお，共同企業体施工分については，自
社分の請負金額が判るようにしてください。

6 上記様式の内容と同様の内容が記載されているものがある場合は，既存のものを使用することができます。

商号又は名称

（建設工事の種類）

工　　事　　件　　名発注者
着工年月

完成又は完成予定年月

【Ｈ26・27工事様式（芦屋市）】



建設企業の様式（記載例）



　平成２６・２７年度において芦屋市で行われる競争入札に参加する資格の審査を申請します。

　なお，この申請書及び添付書類の内容については，事実と相違ないことを誓約します。

平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日

芦　屋　市　長　　宛
会社印（角印）のみでの使用はできません。代表者印を使用してください。

【申請者】
ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

電話 FAX

誓　約　文

※ 支店・営業所等に契約締結権限を委任する場合

　私（申請者）は，下記の者を代理人と定め，平成２６・２７年度における次の権限を委任します。

１ 見積り・入札に関すること。 ４ 代金請求及び受領に関すること。

２ 契約締結に関すること。 ５ 復代理人の選任に関すること。

３ 保証金請求及び受領に関すること。 ６ その他契約の履行に関すること。

【委任する場合のみ記入】 ※受任者を設ける場合のみ記入すること

ﾌﾘｶﾞﾅ

ﾌﾘｶﾞﾅ

電話 FAX

使 用 印 鑑 届 都道府県から記入

　私（申請者）は，下記の印鑑は，平成２６・２７年度の入札・見積りに参加し，契約の締結，代金の

請求・受領及びその他契約に関することについて，使用します。

使

用

印

鑑

※ 会社印（角印）のみでの使用はできません。代表者印又は受任者印を使用してください。

受任者印

連絡先 078-111-XXX2 078-111-XXX3

役職名及び
氏名

ｱｼﾔ　ｼﾞﾛｳ

神戸営業所長　芦屋　次郎

支店・営業所
所在地 　兵庫　 都・道

府・県 神戸市中央区○○町○丁目○番○号

　貴市の競争入札参加資格審査申請に当たり，私（申請者）は芦屋市暴力団排除条例及び芦屋市契約等に係る事
務からの暴力団等の排除措置に関する要綱に基づく別紙「誓約書」の誓約事項について誓約します。

誓約文の内容を確認の上，代表者印を押印すること。

別紙「誓約書」の提出は不要。
　なお，この誓約に違背した場合は，貴市から競争入札参加資格の取消，入札参加停止，契約解除等のいかなる
措置を受け，かつ，その事実を公表されても異存ありません。

支店･営業所名

ｺｳﾍﾞｴｲｷﾞｮｳｼｮ

神戸営業所
受任者社印

実印

連絡先 03-3111-XXX1 03-3111-XXX2

代表者役職
名及び氏名

ｱｼﾔ　ﾀﾛｳ

代表取締役　芦屋　太郎

本(店)社
所在地 　東京 都・道

府・県 千代田区○○町○丁目○番○号

競争入札参加資格審査申請書（建設工事）《記入例》

申請日を記入

商号・名称

ｱｼﾔﾏﾙﾏﾙｹﾝｾﾂ

芦屋○○建設　株式会社
会社印

都道府県から記入。法人で本社所在地が登記上と営業上とで異なる場合は，両方の所在地を２段
に記入すること。

※受任者を設ける場合のみ押印すること
だだし，会社印(角印)のみでの使用はできません。

会社の種類のフリガナは
記入しないこと

役職のフリガナは記入しな
いこと

役職のフリガナは記入しな
いこと



平成24･25年度(建設工事)芦屋市競争入札参加審査申請書受付票の受付番号を記載

業 者 登 録 カ ー ド（建設工事）【工事様式４－１】 《記入例》 表中№1～№13）は希望順位に関係なく全て記入すること。

№

－ 号

経営規模等評価結果通知書《抜粋》

総 合 評 定 値 通 知 書 《抜粋》

TEL FAX 〒100-XXXX 国土交通大臣　許可00-XXXXX1号

【注：受任者を定めた場合】

正規職員数を記載 芦屋　太郎　殿

人

雇用していない場合は「０」と記載

010 301 0 25 351

011

TEL FAX 特 020 62 0 26 33

●総合評定値等【経営規模等評価結果通知書総合評定値通知書から転記】 040

050 22 0 12 18

051

060

070

080

般 090 23 0 13 15

100

特 110 18 0 10 9

111

1級 120

2級 130

その他 その他の人数を転記 140

※希望順位については１位～３位まで記入することができます。 般 150 2 0 5 0

※ ＰＲコメント（得意としている工事等６０文字以内でご記入ください。） 356 0 98 382

※申請書作成者は，氏名・部署・ＴＥＬを記入してください。なお，行政書士等が作成した場合は部署名には事務所名を記入し，氏名・ＴＥＬを記入してください。

　指名等の際に参考にすることがありますので，ご記入ください。

申請書作成者氏名 芦屋　三郎 部署名 営業部　営業一課 連絡先 078-111-XXX5

以下省略

合　　計 129,862,800 125,497,500 （315)

板金 690 0 570 0 （0） 650

（　）18 しゅんせつ

（  ）

351 33 15 9

12 技術職員数については，１級・２級・ ほ装

（　）

25 26 13 10

22 鉄筋
技
術
職
員
数

301 62 23 18

6,000 鋼橋上部

（10） 1840

元請完成工
事高(千円)

76,885,800 45,000,000 85,700 3,520,000

1150 3,520,000 1190 3,520,0006,000 鋼構造物

（　）

平均完成工
事高(千円)

76,885,800 49,362,000 89,000 3,520,000

870 ﾀｲﾙ・れんが・ﾌﾞﾛｯｸ

（20） 841

総合評定値
（Ｐ） 1443 1340 780 1150

780 89,000 592 85,700般 管

（　）

許可区分 特 特 般 特

3 電気2希望順位 1

（　）

(とび･土
工･ｺﾝｸﾘｰﾄ）

屋根 （　）

水道施設 清掃施設

左記の工種以外で希
望がある場合は１つ記

載して下さい

法面処理

石

般 とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ

防水
機械器
具設置

電気通信 造園管 鋼構造物 ほ装 塗装工事種類 土木一式 建築一式 電気

570 6,000 （15） 1650870 6,00011 12 13 147 8 9 10

（　）

№ 1 2 3 4 5 6

左官

1788

030 大工 （　）

連絡先 078-111-XXX2 078-111-XXX3 建築一式 1340 49,362,000 1844 45,000,000 （58）

（290） 1970

登録済=1，登録未=2 1
ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ

２級 その他 (Z)

兵庫県電子入札共同運営システ
ムにおいて【芦屋市】での利用
者登録を行っているか，申請時
現在の状況で記入すること

特 土木一式 1443 76,885,800 2015 76,885,800

電子入札における芦屋市
への利用者登録の有無

(申請時)

(P) （Ⅹ１） ３年平均

所在地 兵庫
都・道
府・県 　神戸市中央区○○町○丁目○番○号

完成工事高 元請完成工事高及び技術職員数

３年平均
評点 元請完成工事高 技　術　職　員　数 評点

１級 (講習受講) 基幹

障がい者数についての書類の提出は
必要ありません

許
可
区
分

建設工事の種類

総合評定値

役職名及
び氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ ｱｼﾔ　ｼﾞﾛｳ 上記のうち障がい者従業員数

神戸営業所長　芦屋　次郎
5

東京都千代田区○○町○丁目○-○ 審査基準日 平成○○年○月○○日

芦屋○○建設　㈱
支店・営業所名 神戸営業所

雇用している総従業員数

836 人

住民税が給料天引きな
ら実施済
従業員が芦屋市在住か
どうかは問わない

市県民税の特別徴収につ
いて(申請時)

1

本(店)社
所在地 東京 都・道

府・県 　千代田区○○町○丁目○番○号

連絡先 03-3111-XXX1 03-3111-XXX2 実施済=1,未実施=2,

代表者役職
名及び氏名

ﾌﾘｶﾞﾅ ｱｼﾔ　ﾀﾛｳ 【経営規模等評価結果通知書総
合評定値通知書より転記】

代表取締役　芦屋　太郎
00 XXXXX1

すること。（記入例は「とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ」，「板金」の内，「とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ」を選択） とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ ﾀｲﾙ・れんが・ﾌﾞﾛｯｸ 板　　金

内装仕上大　　工 石 鉄　　筋

さ く 井

消防設備

芦屋○○建設　株式会社
書の総合評定値の表示があるものの内，希望する工種がある場合は，１つ選択し，記入 左　　官 屋　　根 浚　　渫 熱 絶 縁

建設業許可番号

ただし，「●総合評定値等」の表の №1～№13以外の工事種類(右表)は総合評定値通知

商号・名称

ﾌﾘｶﾞﾅ ｱｼﾔﾏﾙﾏﾙｹﾝｾﾂ　 XXX1

法人で本社所在地が登記上と建設業法上(営業上)と異なる場合は，両方
の所在地を登記上・建設業法上(営業上)と明記し２段に記載すること ※総合評定値通知書の総合評定値の表示があるもの(「●総合評定値等」の 「●総合評定値」の表の№1～№13以外の工事種類

芦屋市平成24・25年度登録番号 ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽｺﾝｸﾘｰﾄ 法面処理 鋼橋上部 ガ ラ ス 建　　具

都道府県か
ら記入

受任者を定めたときのみ記入
すること

会社の種類のフリガナは
記入しないこと

役職のフリガナは記入しな
いこと

役職のフリガナは記入しな
いこと



業 者 登 録 カ ー ド（建設工事）【工事様式４－２】《記入例》
№

(例：建築一式工事で請負額が 高金額のもの)

指定工事の施工実績がある場合は記入すること

6

8

10

11

13

14

※水道部関係

人 人 人ＧＸ形 3

★下水道管更生工事に関する事項【下水道管更生工事に係る工法の協会に加入している場合は協会名を記載してください。】

日本○○工法協会，△△工法協会　（例：２つの協会に加入している場合）

ＳⅡ形 5 ＮＳ形 8

清掃施設

(例：建築一式工事で請負額の最高金額のものが指定工事の場
合の記入例）

★ダクタイル鉄管技術講習の施工技術課程終了者に関する事項【下記の技術課程修了者の人数を記載してください。】

★下水道管更生工事以外に関する工法の協会に加入している場合は協会名を記載してください。

××工法協会

総合評定値欄
「№14」と同じ △△市 ○○町公園遊具撤去及び新設工事 28,999

12 水道施設
緩速ろ過施設

造　　園

電気通信

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設置
9 機械器具設置

防　　水

7 塗　　装
区画線

ほ　　装

○○地区樋門改修工事(２社ＪＶ） 1,113,000(753,900) ＪＶでの施工は自社分の請負額が判るようにすること

橋　梁
(鋼橋等)

5 鋼構造物
○○県

上水道配水管 ××市 ○○町地内配水管布設工事 13,250

誤った記入例（指定工事の実績欄のみの記入はしないこと。）

空調設備 △△市 市立○○高等学校空調設備工事 19,500

21,300
ガス配管を
伴う工事 □□市 □□市営住宅ガス管整備工事 8,520

4 管 給排水 ○○市 市立給食センター給水設備工事

指定工事の施工実績がある場合は記入すること

3 電　　気
公益灯

県立○○高等学校仮設校舎建設工事 65,000

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ建築 ○○県 県立○○高等学校仮設校舎建設工事 65,000
2 建築一式

○○県

指定工事の施工実績がある場合は記入すること

機械推進工法

運動場・競技場

芦屋市 宮川第○排水区下水道管更生工事 18,000
橋　梁

(ｺﾝｸﾘｰﾄ橋等)

希望する工種以外でも該当する公共実
績があれば全て記入すること

【注：工事種類毎に「公共工事」の元請負工事で
１件当り最高金額のものを記入】

1 土木一式

芦屋市 芦屋川第○排水区雨水管布設工事 25,000 (例：土木一式工事で請負額が 高金額のもの)

下水道管更生

●施工実績等【工事経歴書から公共工事にかかる施工実績で１件当り最高金額のものを転記（元請負工事に限る）※指定工事に
ついては，記載している関係の公共工事の元請の施工実績があれば記入してください】（実績は,平成24年4月～平成26年3月までの
完成工事又は着手した未完成工事に限る）

№ 工事種類 ※指定工事 発注者

工 事 件 名
請負金額(税込)

（千円）

芦屋市平成24・25年度登録番号
平成24･25年度(建設工事)芦屋市競争入札参加審査申請書受付票の受付番号を記載

XXX1

商号・名称 芦屋○○建設　株式会社



営業所等一覧表【工事様式４－３】《記入例》商号又は名称

№ 本社，支社，営業所等名称 郵便番号 電　　　話 Ｆ　Ａ　Ｘ

1 芦屋○○建設株式会社 100-XXXX 03-3111-XXX1 03-3111-XXX2

2 神戸営業所 650-XXXX 078-111-XXX2 078-111-XXX3

3 福岡営業所 812-XXXX 092-XXX-XXX2 092-XXX-XXX3

（注）本表は申請日現在で作成すること。

備考

福岡県福岡市博多区○○町○丁目○番○号

都道府県から記入

　芦屋○○建設株式会社

所　　　在　　　地

東京都千代田区○○町○丁目○番○号

兵庫県神戸市中央区○○町○丁目○番○号



商号又は名称　芦屋○○建設株式会社 商号又は名称　芦屋○○建設株式会社
※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。 ※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。

（例：土木一式の場合） （建設工事の種類）　　土木一式 （例：鋼構造物工事の場合） （建設工事の種類）　　鋼構造物工事

元・下請 請負金額（税込） 着工年月 元・下請 請負金額（税込） 着工年月
の区分 （千円） 完成又は完成予定年月 の区分 （千円） 完成又は完成予定年月

■元請 平成２５年　４月 ■元請 平成２３年　４月
□下請 平成２５年　８月 □下請 平成２４年　５月
■元請 平成２５年　３月 □元請 平成  　年  　月
□下請 平成２６年　５月 □下請 平成  　年 　　月
■元請 平成２５年　５月 □元請 平成 　　年 　　月
□下請 平成２５年　６月 □下請 平成  　年  　月
□元請 平成２４年　８月 □元請 平成 　 年  　月
■下請 平成２４年１０月 □下請 平成  　年  　月

商号又は名称　芦屋○○建設株式会社 商号又は名称　芦屋○○建設株式会社
※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。 ※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。

（例：建築一式の場合） （建設工事の種類）　　建築一式 （例：板金工事の場合） （建設工事の種類）　　板金工事

元・下請 請負金額（税込） 着工年月 元・下請 請負金額（税込） 着工年月
の区分 （千円） 完成又は完成予定年月 の区分 （千円） 完成又は完成予定年月

■元請 平成２４年　５月 □元請 平成 　年 　月
□下請 平成２５年　６月 □下請 平成 　年 　月
■元請 平成２４年　８月 □元請 平成 　年 　月
□下請 平成２５年１２月 □下請 平成 　年 　月
□元請 平成２４年　３月 □元請 平成 　年 　月
■下請 平成２４年　６月 □下請 平成 　年 　月
□元請 平成 　年 　月 □元請 平成 　年 　月
□下請 平成　　年　　　月 □下請 平成 　年 　月
□元請 平成　　年　　月

□下請 平成　　年　　　月
□元請 平成 　年 　月

□下請 平成　　年　　　月

商号又は名称　芦屋○○建設株式会社
※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。

（例：とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄの場合） （建設工事の種類）　　とび・土工・ｺﾝｸﾘｰﾄ

元・下請 請負金額（税込） 着工年月
の区分 （千円） 完成又は完成予定年月

■元請 平成２５年　２月
□下請 平成２６年　３月
□元請 平成２４年　８月
■下請 平成２４年　９月
□元請 平成 　　年 　　月
□下請 平成  　年  　月

商号又は名称　芦屋○○建設株式会社
※請負実績が平成２４年４月から平成２６年３月までの完成工事又は着手した未完成工事を記載すること。

（例：管工事の場合） （建設工事の種類）　　管工事

元・下請 請負金額（税込） 着工年月
の区分 （千円） 完成又は完成予定年月

■元請 平成２４年　２月
□下請 平成２４年　４月
■元請 平成２４年　７月
□下請 平成２４年　８月
■元請 平成２５年　６月
□下請 平成２５年　７月
■元請 平成２５年　５月
□下請 平成２５年　６月

■元請 平成２４年　５月

□下請 平成２４年　６月

□元請 平成２５年　５月

■下請 平成２６年　３月

□□市 □□市営住宅ガス管整備工事 8,520

㈱××建設 ○○市庁舎空調設備工事 25,200

○○市 ○○市営住宅給湯器取替工事 5,500

××市 ○○町地内配水管布設工事 13,250

21,300

△△市 市立○○高等学校空調設備工事 19,500

発注者 工　　事　　件　　名

○○市 市立給食センター給水設備工事

工 事 経 歴 書【工事様式４－４】

28,999

㈱××土木 ○○地域災害復旧法面補強工事 3,200

発注者 工　　事　　件　　名

△△市 ○○町公園遊具撤去及び新設工事

【工事様式４－２】の「●施工実績等」に記載した工事実績は必ず記入してくだ

さい。また，【工事様式４－２】に記載した実績は，工事経歴書【工事様式４－

４】にマーカー・付箋等で印を付け，わかるようにしてください。

工 事 経 歴 書【工事様式４－４】

㈱××組 △△電気㈱社員寮改築工事 23,000

該当工事なし

△△市 市立○○小学校耐震補強工事 12,000

○○県 県立○○高等学校仮設校舎建設工事 65,000

工 事 経 歴 書【工事様式４－４】 工 事 経 歴 書【工事様式４－４】

発注者 工　　事　　件　　名 発注者 工　　事　　件　　名

芦屋市 宮川第○排水区下水道管更生工事

△△建設㈱ ○○地域造成工事 6,850

18,000

○○地区樋門改修工事(２社ＪＶ）
1,113,000
(753,900)

○○市 護岸築造工事 19,000

芦屋市 芦屋川第○排水区雨水管布設工事 25,000 ○○県

工 事 経 歴 書【工事様式４－４】 工 事 経 歴 書【工事様式４－４】

発注者 工　　事　　件　　名 発注者 工　　事　　件　　名


